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夜間中学の設置を検討するための事業費
部局 教育委員会事務局 課・室

次期総合５か年計画（答申書）との対応関係

誰もが主体的に学び続けられる社会をつくる

～ E-mail gimukyo@pref.nagano.lg.jp

義務教育課

実施期間

政策の柱

①夜間中学設置の検討を行うための会議の開催

・夜間中学を含めた多様な学びの場の設置の検討を行うため、市町村や有識者を交えた会議（全体会議）を開催

・夜間中学設置の検討を行うため、市町村や有識者を交えた会議（WG）を開催

・円滑に設置判断を行うため、先進地の視察を実施

①

事業改善シート（令和５年度実施事業分）

・H28.12に教育機会確保法が成立し、地方公共団体は、夜間中学を設置し、学齢期を経過した者に対して就学機会の提供等の

措置を講ずることが義務付けられた。

・現在、県内に夜間中学が設置されていないことから、有識者を交えながら、市町村とともに、夜間中学の設置について検討する必要が

ある。

15 02 02 ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名
R5

事業番号

・戦後の混乱期に学校に通えなかった者等に、その希望に応じて学び直しができる場を提供するため、夜間中学（中学校夜間学級）

の設置について検討する。



細事業を構成する主な取組

夜間中学・不登校特例校設置検討

会議開催事業

実施方法

1,277

部局 教育委員会事務局 課・室 義務教育課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

市町村とともに夜間中学を含めた新たな多様な学びの場の設置について検討を行う

ため、有識者を交えた検討会議を開催

[全体会議]年４回開催　　[WG]年７回開催

直接

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

R3年度

当初予算

（予算案）

事　業　名 夜間中学の設置を検討するための事業費

事業番号 15 02 02 細事業一覧（令和５年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検
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夜間中学・不登校特例校設置検討会議開催事業

No.

1
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